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新潟市水道局 中央工事事務所管内
水道事業研修会開催

　 4 月24日㈬午後 ５ 時30分より、ハミングプラザ
VIPにて新潟市水道局技術部中央工事事務所管内
水道事業研修会が開催され、組合員22社25名が参
加した。
　研修会は、新潟市水道局 技術部 中山次長が講
師となり「工事に関する事故防止と留意点につい
て」をテーマに研修が行われた。

　研修では水質事故
を防ぐためには、給
水用具が多様化して
いるので特徴を把握
した適切な施工・管
理が重要であり、逆
流事故については主
な逆流防止装置の概
要や作動原理、設置
条件を十分理解し、
工事事業者は情報提
供の要であることか
ら逆流事故発生の連

絡を受けた場合は直ちに水道事業者に連絡してい
ただきたいとの事であった。また、いくつかの事
故事例の紹介があり、終わりに、現場状況は日々
進歩・変化していることから積極的な社内研修の
開催と講習会の参加やインターネット等で最新情
報の入手に努めていただきたいとのお願いがあっ
た。
　研修会終了後には、同会場において意見交換会
が開催され、有意義な意見交換が行われた。

新任ご挨拶

　令和 ６ 年 ４ 月に技術部長・水道技術管理者を拝
命しました川瀬です。どうぞよろしくお願いいた
します。
　新潟市管工事業協同組合の皆さまにおかれまし
ては、日頃より本市水道事業に対して多大なるご
理解とご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。今
年 １ 月 １ 日に発生した能登半島地震の際には、本
市も西区を中心に液状化現象が発生し、ビニール
管を主として257件（給水管を含む）もの被害が
発生しましたが、組合員の皆さまから正月休みを
返上し、漏水調査や修繕業務など、ひとかたなら
ぬご尽力を賜り早期に復旧することができました。
この場をお借りしまして御礼申し上げます。
　また、本市水道では １ 月10日より、地震により
壊滅的な被害を受けた能登半島地域の水道事業へ
の応急応援活動を継続しています。ここでも、貴

新潟市水道局
技術部長・水道技術管理者

川　瀬　悦　郎

組合から管路施設復旧に関連する多くの業務を
担っていただきました。長距離の移動を含め、大
規模自然災害発生直後の不自由な環境の下でも、
精力的に漏水調査や閉開栓作業、応急修繕作業に
従事して頂き、被災地の水道システムの復旧に大
きく貢献されました。私も被災地で水道システム
の復旧をお手伝いさせていただきましたが、貴組
合員一人一人が現地で奮闘する姿を目の当たりに
し、貴組合の実力と誠意を実感いたしました。あ
らためて感謝申し上げます。
　さて、水道事業は、都市生活を支える重要なラ
イフラインですが、本市では普及率がほぼ100％
に達し膨大な施設を有している一方で、すでに水
需用は減少に転じており財政状況は厳しさを増し
ています。これにくわえ、技術者不足、工事費の
高騰や施工難易度の上昇など、水道事業を持続的
に発展させていくためには避けては通れない課題
が山積みです。優れた技術力と組織を持つ貴組合
のお力添えなくしては、この難しい課題に取り組
むことはできません。今後とも、特段のご支援と
お力添えを賜りますようお願い申し上げます。
　結びになりますが、貴組合並びに組合員の皆さ
まの益々のご発展とご健勝を祈念して、新任の挨
拶とさせていただきます。
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令和5年度
組合合同委員会懇親旅行開催

新潟県水道工事業協同組合連合会
事務局研修会開催

　 4 月12日㈮、新潟グランドホテルにおいて、新潟県水道工事業協同組合連合会事務局研修会が開催された。
この研修会は、県内単組事務局職員の資質向上と組合間相互の懇親を目的として開催されており、今年は 2
月に行われた全管連事務局研修へ参加した新潟市組合阿部業務課長より「水道行政の移管に向けた国土交通
省の取組について」、「電子申請システムについて」の報告が行われた。その後、今年 1 月 1 日に起きた能登
半島地震での各単組の災害応援対応や作業内容など報告があり、意見交換が行われ研修会は終了した。
　研修会終了後は懇親会が開催され、事務局職員同士、お互いの組合の近況報告や情報交換等を行い大いに
盛り上がった。

　 3 月19日㈫午後 4 時30分より岩室温泉「ゆもとや」
において、組合の恒例行事である組合合同委員会懇親
旅行が 5 年ぶりに開催された。長谷川事務局長の司会
により開会し、佐藤理事長より「年度末のお忙しい中、
お集まりいただきましてありがとうございます。日頃
は組合の事業にご理解、ご協力いただき御礼を申し上
げます。昨年 5 月に新型コロナウイルスの分類が下が
り組合の事業もほぼ通常通り行ってきました。各委員
会におかれましても精力的に委員会活動に取り組んで
いただいたのではないかと思います。また、 1 月 1 日
に発生した能登半島地震においては給配水工事委員会並びに設備委員会の皆様に応急復旧修繕ということで
ご協力を賜り感謝申し上げます。」との挨拶があり、その後 7 つの常任委員会から各委員会の活動報告につ
いて発表があった。また、青年部からも活動報告があり、合同委員会終了後は、会場を別室に移し、一般組
合員、準組合員、賛助会員を交え総勢82名で懇親会を行った。
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能登半島地震
　2024年 1 月 1 日午後 4 時10分頃、石川県能登半
島で震度 7 の揺れを観測する大地震が発生し、輪
島市や珠洲市など広範囲で家屋倒壊や津波被害が
確認された。新潟市内でも震度 ５ 強を観測し、新
潟市西区を中心に「液状化現象」による被害が発
生した。道路や宅地が陥没し、住宅が傾くなど市
民生活に大きな影響をもたらした。
　組合では、新潟市、新潟市水道局との災害発生
時における防災協定を締結していることから、新
潟市水道局より配水管の応急復旧工事の要請を受
け、理事長、副理事長、専務理事、事務局で緊急
対策会議を行い、配水管復旧工事は給配水工事委
員会へ協力依頼をお願いして、組合員の皆様から
配水管復旧工事にご協力いただき、 1 月12日には、
ほぼ終了した。
　また、新潟市教育委員会から新潟市施設（避難
小学校）の受水槽等の設備損傷による修理要請を
受け、設備委員会へ協力依頼をお願いして新潟市
内の小学校の設備修繕について対応していただい
た。
　 1 月15日、新潟市水道局より石川県内での災害
復旧応援の要請を受け、協力組合員を募り応援隊
として出動し、 1 月18日から 3 月26日まで七尾市、
　 4 月 1 日から 5 月13日まで珠洲市での復旧工事
に従事していただいた。
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能登半島地震　応援復旧応援実績
派遣期間 協力組合員名 派遣場所

2024/1/18（木）～1/22（月） ㈱越配 七尾市（4泊5日）
2024/1/22（月）～1/26（金） 新潟興業㈱ 七尾市（4泊5日）
2024/1/26（金）～1/30（火） ㈱中山工務店 七尾市（4泊5日）
2024/1/30（火）～2/  3（土） エー・エイチ・テック㈱ 七尾市（4泊5日）
2024/2/  3（土）～2/  7（水） ㈱エステー工事 七尾市（4泊5日）
2024/2/  7（水）～2/11（日） ㈱環境システム 七尾市（4泊5日）
2024/2/11（日）～2/15（木） ㈱大二工業 七尾市（4泊5日）
2024/2/15（木）～2/19（月） ㈱山下技建 七尾市（4泊5日）
2024/2/19（月）～2/23（金） ㈱本田工業 七尾市（4泊5日）
2024/2/23（金）～2/27（火） ㈱アイユーテック 七尾市（4泊5日）
2024/2/27（火）～3/  2（土） 北斗興業㈱ 七尾市（4泊5日）
2024/3/  2（土）～3/  6（水） ㈱西脇組 七尾市（4泊5日）
2024/3/  6（水）～3/10（日） 小木工業㈱ 七尾市（4泊5日）
2024/3/10（日）～3/14（木） ㈱イノベンチャー 七尾市（4泊5日）
2024/3/14（木）～3/18（月） ㈲キネト 七尾市（4泊5日）
2024/3/18（月）～3/22（金） ㈱北偉工業 七尾市（4泊5日）
2024/3/22（金）～3/26（火） 興洋管建㈱ 七尾市（4泊5日）
2024/4/  1（月）～4/  7（日） 旭総和㈱ 珠洲市（6泊7日）
2024/4/  5（金）～4/11（木） 新潟興業㈱ 珠洲市（6泊7日）
2024/4/  9（火）～4/15（月） ㈱大二工業 珠洲市（6泊7日）
2024/4/13（土）～4/19（金） ㈱本田工業 珠洲市（6泊7日）
2024/4/17（水）～4/23（火） 明和工業㈱ 珠洲市（6泊7日）
2024/4/21（日）～4/27（土） エー・エイチ・テック㈱ 珠洲市（6泊7日）
2024/4/25（木）～5/  1（水） ㈱中山工務店 珠洲市（6泊7日）
2024/4/29（月）～5/  5（日） ㈱越配 珠洲市（6泊7日）
2024/5/  3（金）～5/  9（木） 小木建設㈱ 珠洲市（6泊7日）
2024/5/  7（火）～5/13（月） ㈱環境システム 珠洲市（6泊7日）

新潟市内応援復旧工事
協力業者一覧
1/1～1/12
㈱アイユーテック ㈱大二工業
㈲岩崎配管工事店 ㈲田中工業
㈱イノベンチャー ㈱徳永設備設計事務所
エー・エイチ・テック㈱ ㈱中山工務店
㈱エステー工事 新潟興業㈱
エヌエス工業㈱ ㈱西川クリーナー
小木工業㈱ ㈱西脇組
㈱環境システム ㈱早川設備
㈱宏栄工業 ㈱日の丸商会
興洋管建㈱ ㈱北偉工業
㈱小林工務店 北斗興業㈱
小林設備㈱ ㈱本田工業
㈲佐野水道工業 本田土木建設㈱　
㈱清水 ㈱本間工業
㈲しらい住設システム ㈱八幡設備工業
㈱新保組 ㈱山下技建
大宗建設工業㈱ 吉崎冷熱㈱

新潟市内避難所の
漏水等修理対応
（新潟市教育委員会依頼分）
■葛塚小学校 丸高工業㈱
■小瀬小学校 新潟企業㈱
■茨曽根小学校 小山金属工業㈱
■東青山小学校 丸高工業㈱

■岡方第一小学校 丸高工業㈱
㈲幸栄設備

■亀田西中学校 小木工業㈱
■小新中学校 興洋管建㈱

■新通小学校 丸高工業㈱
㈲ナカノ

■太夫浜小学校 東工業㈱
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北関東支店　新潟営業所

〒950-0088　新潟市中央区万代4-1-11 太陽生命新潟ビル
TEL.025-248-1400㈹　FAX.025-248-1414

　 4 月 2 日㈫午前、午後、 8 日㈪午後の 3 回に分けて、新潟市水道局水道研修センターを会場に、配水用ポ
リエチレンパイプシステム協会主催による水道配水用ポリエチレン管・継手施工講習会が開催された。
　水道配水用ポリエチレン管・継手は、耐震管に認定された事により、採用件数が増加しているが、この管・
継手は、管接合に電気融着方式を採用しており、従来の施工方法とは大きく異なることから、県内水道事業
体においても「水道配水用ポリエチレン管の配管作業に従事する技能者は、配水用ポリエチレンパイプシス
テム協会が開催している水道配水用ポリエチレン管・継手施工講習会を受講したものでなければならない」
と、規定するところが多くなっている。今年は受講者87名が参加し、座学講習、実技実習の後、確認試験が

水道配水用ポリエチレン管・継手施工講習会開催
（資格取得講習）

共催　新潟市水道局、新潟県水道工事業協同組合連合会

配水用ポリエチレンパイプシステム協会　主催

行われ、合格した受講者には、後日受講証が交付
された。

8 第 100 号



国土交通省及び農林水産省は、令和5年度に実施した公共事業労務調査に
基づき、令和６年３月からの公共工事の工事費の積算に用いるための公共
工事設計労務費単価を決定した。単価の決定にあたっては、必要な法定福
利費相当額や義務化分の有給休暇取得に要する費用のほか、時間外労働時
間を短縮するために必要な費用を反映している。
加えて、元請企業から下請企業を経由せず、直接支給する手当がある実態
を踏まえ、この手当を新たに反映している。

令和６年３月から適用する
公共工事設計労務単価決定

新潟県配管工
24,800円

 

地方連絡
協議会名 都道府県名 令和5年度

配管工
令和6年度
配管工

特　殊
作業員

普　通
作業員 軽作業員 ダクト工 保温工 設　備

機械工
交　　通
誘導員Ａ

北海道 北 海 道 23,200 24,100 23,600 20,000 17,500 23,600 27,200 27,100 16,900 

東　北

青 森 県 22,700 23,600 27,400 20,700 16,600 22,400 25,400 26,200 15,600 
岩 手 県 24,200 25,200 26,000 22,100 17,100 22,600 25,300 26,000 16,500 
宮 城 県 25,400 26,400 27,600 22,100 18,500 23,200 25,300 26,100 18,200 
秋 田 県 22,000 23,100 26,100 21,200 18,000 22,800 25,700 26,500 16,000 
山 形 県 24,400 25,400 26,000 21,000 18,800 24,100 25,500 26,300 17,900 
福 島 県 24,800 25,900 27,700 22,000 20,100 23,700 25,500 26,100 18,200 

関　東

茨 城 県 24,700 26,000 25,100 24,000 16,100 26,600 26,100 26,400 17,900 
栃 木 県 24,900 26,100 24,800 22,400 15,900 26,300 26,100 26,400 17,500 
群 馬 県 24,100 25,200 24,900 23,700 17,100 25,400 26,100 26,400 16,700 
埼 玉 県 24,600 25,800 26,700 24,300 16,900 26,900 26,100 26,400 17,700 
千 葉 県 25,100 26,300 27,600 23,900 16,800 26,500 26,100 26,400 18,300 
東 京 都 25,700 27,000 28,300 25,400 17,600 27,000 26,200 26,400 19,000 
神奈川県 24,400 25,600 28,500 25,300 17,200 26,000 26,100 26,400 18,800 
山 梨 県 24,400 25,600 27,200 25,200 16,800 25,900 26,100 26,400 17,200 
長 野 県 23,800 24,900 26,200 23,200 17,800 25,500 26,100 26,400 15,900 

北　陸
新 潟 県 23,700 24,800 26,100 21,900 19,700 22,900 26,100 27,900 17,600 
富 山 県 23,800 24,900 29,000 23,200 18,400 23,400 26,100 27,800 17,400 
石 川 県 24,000 25,300 28,200 24,000 18,400 23,700 26,200 28,000 18,200 

中　部

岐 阜 県 22,900 24,200 26,600 23,500 17,600 25,400 28,200 29,000 18,400 
静 岡 県 23,000 24,300 26,200 24,700 15,900 27,000 28,000 28,900 19,000 
愛 知 県 23,300 24,600 27,700 23,500 18,100 25,600 28,100 29,000 19,700 
三 重 県 23,600 24,900 26,400 22,700 17,100 26,600 28,200 29,000 18,700 

近　畿

福 井 県 21,600 23,800 24,400 20,000 15,600 23,700 26,500 25,500 17,000 
滋 賀 県 22,200 24,500 24,700 21,300 16,300 24,700 27,000 26,600 16,300 
京 都 府 22,100 24,400 24,000 22,300 15,300 25,000 26,800 26,300 16,500 
大 阪 府 22,700 25,000 25,700 21,800 15,200 24,300 26,500 26,100 16,200 
兵 庫 県 20,400 22,500 23,200 22,000 15,300 24,000 26,600 26,100 16,600 
奈 良 県 22,700 25,000 25,900 21,900 16,200 25,400 27,000 26,000 16,700 
和歌山県 21,800 24,000 25,100 22,200 15,700 25,100 26,800 25,800 16,200 

中　国

鳥 取 県 19,500 21,500 21,600 16,800 15,200 21,700 21,800 25,000 16,700 
島 根 県 19,200 21,200 22,000 18,100 15,300 21,700 21,800 25,000 16,700 
岡 山 県 20,100 22,200 23,300 19,700 15,600 21,900 21,900 25,000 17,300 
広 島 県 19,300 21,400 23,600 20,500 15,400 21,600 21,800 25,000 17,200 
山 口 県 19,600 21,700 22,000 18,800 15,300 21,600 21,800 25,000 17,000 

四　国

徳 島 県 18,900 22,000 23,300 21,900 15,800 21,100 ― 23,400 15,500 
香 川 県 19,800 23,000 24,200 22,600 15,800 21,100 ― 23,400 15,600 
愛 媛 県 18,800 21,900 22,900 19,700 15,300 21,100 ― 23,400 14,900 
高 知 県 18,500 21,600 22,600 20,100 16,300 21,100 ― 23,400 14,200 

九　州

福 岡 県 20,500 22,800 25,600 21,900 14,900 23,300 23,800 26,800 15,700 
佐 賀 県 20,100 22,400 22,600 18,900 14,500 23,200 23,900 27,100 15,700 
長 崎 県 20,100 22,300 23,600 19,800 15,300 23,400 23,900 27,300 15,900 
熊 本 県 19,700 21,900 24,100 20,300 16,100 23,100 23,900 26,800 15,400 
大 分 県 20,400 22,700 23,000 19,000 15,200 23,600 23,900 26,900 15,700 
宮 崎 県 19,500 21,700 25,700 18,500 15,300 23,400 23,900 26,700 15,700 
鹿児島県 19,800 22,100 28,200 19,900 16,400 23,300 23,900 26,700 16,700 

沖　縄 沖 縄 県 18,500 20,300 25,300 21,400 16,000 20,300 ― 23,500 14,600 

公共工事設計労務単価 （単位；円）
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　 3 月15日㈮ホテルイタリア軒にて、毎年行って
いる組合三役と青年部との意見交換会が行われた。
始めに、倉田部長より意見交換会の開催と日頃の
青年部事業活動への支援と協力についてお礼が述
べられた。続いて佐藤理事長より挨拶があり、「日
頃組合の活動にご理解とご協力を賜り、改めて御
礼を申し上げます。昨年は青年部40周年記念式典・
祝賀会、関連事業など全て成功裏に終わったこと
を大変喜ばしく思っております。本日は意見交換
会ということで皆さんと忌憚のない意見を交わし

※別掲
【�賛助会員の青年部加入の認可及びそれに伴う規約の改定
について】 
　�青年部の部員数が減少傾向にあるため、賛助会員の若手
も一緒に青年部として活動して頂きたい。青年部の規約
には組合の事業者に限るとなっているので賛助会員も含
めたい。 
　�また青年部と賛助会員の会費について、一律でよいのか
ご意見を頂きたい。 
◇回答 
→�準会員や賛助会員の加入を認める方向で、会費や規約変
更の部分など、５月の青年部総会に間に合うように親組
合と青年部との間で協議を重ねていきたいと思う。 

【��管工事業界イメージアップのため、広報委員会と連携し
た SNS の活用・活動予算の補助について】
　�十年後、現状のまま行くと青年部の会員数は三分の一以
下となる。業界としても若手の確保は重要な課題で、一
人でも多く若い人にこの業界に興味を持ってもらうため、
若者が目にするSNSを活用していきたい。 
◇回答 
→�広報委員会担当理事を通じて、業界 PR に向けて動画の
作成等を行うよう伝えたいと思う。 

て組合・青年部が共に発展できるような機会にな
ればなという風に思います。本日の意見交換会が
ご参会の皆様にとって有意義な会になるようにご
祈念申し上げ、ご挨拶とさせていただきます。」
との挨拶あった。理事長の挨拶後、引き続き意見
交換会が行われた。
　意見交換会では、別掲のとおり 4 つの意見・要
望について協議を行い、意見交換会終了後は、懇
親会を開催するなど、大変有意義な会となった。

【災害時における指揮系統の明確化・復旧体制の構築について】 
　元旦の地震発生後、災害復旧活動を行う準備は出来てい
たが、なかなか指示がなかったため、迅速に動くことが出
来なかった。グループチャットやＳＮＳ等のツールを使用
した連絡体制や 復旧体制の再構築が必要なのではないか 
◇回答 
→�体制の立上げについての書き物はあるが、その先の細か
なマニュアルとなると、現状無いので今回の経験を踏ま
え、復旧体制の再構築や情報共有の在り方について見直
していかなければならない。 

【業界の将来についてどのように考えているのか】 
◇回答 
→�業界といっても携わっている事業の差異もあるので一概
には言えないが、人材不足や若手がこないとか、そういっ
た状況の中でどうやって工夫していくかが求められてい
る。完全週休2日制、地元で働ける、残業がないといっ
た条件を希望する若者が増えているため、こういった希
望に合わせていく事や、どういった業界なのかを知って
もらうために PR 活動を行っていくことなどが大切であ
る。どこでどのように工夫するか、青年部の方達に今後
考えていってもらいたい。 業界の将来は決して明るい
とは言えないが、これからもなくなる仕事ではないし、
災害が起きた際などは特に必要とされる業種だと思う。
青年部の皆様には今まで以上に活動して頂いて、組合又
業界の PR という事と若手の育成など、研鑽を積んで自
社に持ち帰ってものにして頂きたい。

青 年 部 活 動 報 告
～組合三役と青年部との意見交換会開催～
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優勝は清水秀夫さん（㈱清水）

ゴルフクラブ主催

　 4 月27日㈯絶好のゴルフ日和の中、中条ゴルフ
倶楽部にて第138回管工事ゴルフコンペが開催さ
れました。
　コンペ当日はフェアウェイも芝生が緑になり始
め、春を感じさせるコンディションでした。グリー
ンはスピードが速く、 3 ～ 4 パットを打つ方も多
く、参加者を悩ませていました。
　表彰式は「割烹　暁」にて行われ、アトラクショ
ンや順位発表で大いに盛り上がりました。
� （報告：ゴルフクラブS）

第138回管工事ゴルフクラブ　ゴルフコンペ上位入賞者
順位 氏名 OUT IN GROSS HDCP NET

優　勝 清　水　秀　夫（㈱清水） 51 50 101 32.0 69.0 
準優勝 井戸村　友　正（㈱アイユーテック） 50 44 94 22.4 71.6 

3 太　田　博　道（新潟配管㈱） 45 52 97 24.0 73.0 
4 韮　沢　喜　明（㈱中山工務店） 44 44 88 14.4 73.6 
5 小　林　　　豊（㈱丸北） 48 49 97 22.4 74.6 

（敬称略）

第138回管工事ゴルフコンペ開催

優勝　清水秀夫さん（㈱清水） 準優勝　井戸村友正さん（㈱アイユーテック）
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　能登半島地震の災害復旧作業が 5 月13日で終了しました。お正月から新潟の震災復旧に続いて、石川県
七尾市と珠洲市での災害復旧に尽力していただいた皆様、大変お疲れさまでした。まだ佐渡沖や南海トラ
フなど地震の不安が残る中ですが、災害復旧活動に従事してくださる方々のおかげで、私たちの生活が守
られているのだと思います。本当に感謝しています。これからも頑張っていきましょう。
� （記：広報委員　Ｋ）

編
集
後
記

組 の き合 動ビ ネ 情ジ ス 報
発送
番号 発送月日 内　　　　容　

令和５年度

51 2 月 2 日 令和 6年度配水管工技能講習会のご案内

52 2 月13日 水道配水用ポリエチレン管・継手施工講習会開催について
（資格取得講習）

53 2 月15日 令和 6年度管工事施工管理技術検定試験の実施について

54 2 月15日 令和 6年度土木施工管理技術検定試験の実施について

55 3 月 7 日
一般財団法人　地域開発研究所主催
令和 6年度 1級・ 2級管工事・土木施工管理技術検定試験
受験講習会のご案内

56 3 月11日 令和 6年 3月から適用する公共工事設計労務単価について

57 3 月13日 令和 6年度　ダクタイル管接合講習会の開催について
（ご案内）

58 3 月13日 産業廃棄物収集運搬許可申請に関する講習会の日程について

59 3 月14日 給水装置工事電子申請（事前審査）についてのお知らせ

60 3 月14日 令和 ６ 年度「液化石油ガス設備士」各講習会開催予定に
ついて

61 3 月14日 給水装置及び配水管工事に伴う水道事業管理者名義での
占用申請について

62 3 月14日 新潟市下水道部の組織再編等について

63 3 月18日 給配水工事委員会　水道局への意見・要望書の回答（開示）

64 3 月18日 水道局からのお願い

65 3 月22日 「週休 2日制」に関するアンケート

66 3 月27日 請負業者賠償責任保険について

令和６年度

1 4 月12日 ㈱今井石産・大野プラント共同企業体　価格改定のお知らせ

2 4 月16日 管材・骨材等販売店のゴールデンウィーク営業予定のお知
らせ

3 4 月19日 新潟市管工事業協同組合　第55回通常総会の日程について
（お知らせ）

4 4 月30日 組合資材販売  組合員価格改定について

月　日 内　　　　容

2 月 2 日 共同受注委員会

〃 厚生・企画委員会

2月 9日 女性の会「水華」　新年会

2月14日 理事会

2月28日 青年部　役員会

3月 1日 設備委員会

3月 4日 給配水工事委員会

3月 7日 県水連　常任理事会

3月13日 役員会

3月15日 青年部　組合三役との意見交換会

3月19日 合同委員会

4月 2日 県水連　水道配水用ポリエチレン管・継手施工講習会
（午前・午後）

4月 8日 県水連　水道配水用ポリエチレン管・継手施工講習会（午後）

4月10日 役員会

4月12日 県水連　事務局研修会

4月16日 給配水工事委員会　三役会議

〃 釣りクラブ　役員会

4月18日 青年部　役員会

4月24日 新潟市水道局中央工事事務所管内水道事業研修会

4月27日 管工事ゴルフクラブ　ゴルフコンペ

〃 釣りクラブ　釣り大会

•••••••••••••• 組合員、賛助会員の動き（R6.2～R6.4）

•••••••

•••••••
【本部　組合員】
◎代表者変更

事業所名 新代表者 旧代表者

有限会社　コトブキ住設 廣川　正通 中村　寿夫

有限会社　サンエツ工業 井越　達憲 井越　甲悟

富岡建設　株式会社 富岡　敬之 富岡誠一郎

日新工業　株式会社 相原　裕貴 馬場野　勉

◎脱退
事業所名 代表者

高徳工業　株式会社 石田　正芳
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